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今月号のここがポイント！

新年あけましておめでとうございます。本号より目次を刷新いたしました。本欄

では各記事のポイントについて簡単に紹介いたします。

解説記事 1 題目は，耐熱性を持ちながらも光（紫外光）照射で剥離させることが可

能な新規な接着剤について解説いただきました。液晶性と光による分子構造変化を

利用したもので，さらなる研究の進展，実用化への展開が期待されます。

解説記事 2 題目は，高分子反応に伴う物性変化を利用した様々な解体性接着材料

について解説いただきました。製造工程における一時的な接着においては，工程後

にいかに剥離させるかが重要であり，加熱や水分（温水）などの刺激により変化する

分子構造を高分子鎖に組み込むことで接着強度を低下できることを紹介いただきま

した。

解説記事 3 題目では，エレクトロニクス分野で使用される接着剤や粘着剤につい

て解説いただきました。半導体の小型化・薄型化に伴い加工性や精密性を向上させ

るためにも接着剤は使用されています。また，放熱性や耐熱性を付与した接着剤に

ついても紹介いただきました。

解説記事 4 題目は，HAS 反応と呼ばれるラジカルカップリング反応についてわか

りやすく解説いただきました。高価な遷移金属触媒を用いないことから経済面で，

あるいは金属分の残留がないことから機能性材料分野への利用が期待されます。
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